
I 

3 ツ 「サマー鯵

1 .本萌究の目的
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本研究は、以下の 3点の解明を通して、

あり方を明らかにすることを目的としているO

るか韓＠

おける学びと大学における学びを繋ぐ高大接続の

1）大学における授業を模したサマー＠スクーノレを実施し、そこに参加した高校生が本学部の学

びのあり方をどのように体得するのか、その過程を明らかにするO

2）その計画＠実施退程にどのような問題があるのかを明らかにする。

3）サマー＠スクールで、の学び、が進路決定にどのよう

して明らかにする0

2. 本研究の経緯

本研究の基盤には、科学研究費補助金

究J（研究代表：今津孝次郎）がある。 4年前iこ村上経により

るのかをアンケート

AO入試の基礎的開発研

として AO入試に関する

験研究を実施する構想、が立案されたが、教育学部全体の研究ではなく、 による研究をす
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ることになっfこO
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のコースからなり、第 1コース

こと：

2コース
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それ

ための サマ－ .スタ…ノレj

とし1う

5）病気や欠席など緊急時の対応、 6）メーノレアドレスの開設、 7）定員オーバー

8）主催の正式名称、 9）パンフレットの作成、案内の発送等の分担、 10）高校側から

せに対する体制、などについて、協議をし、対策を繰った。その－｛売を挙げると、

囲は、大学説明会に参加した笑顔のある高校とこれまでに本教育学部に入学し

の中から、 3自聞の通学iこ通える

し、 2

し

にある した。ま l立、

した。

のパンフレットと申し込み用紙を郵送した。参加申込が47月1日｛寸けで、

品名あり、 し、全員を第 lコース11名、第 2コース12名、第3

4コース10名に分けた。参加の可否、及びプログラムの日程と内容、

7月26日までに送付を完了した。

参加者が確定した後、 2屈に分けて、、サマー＠スク… jレを指導する大学説生に対して、サマー＠

スクー jレの趣旨、プログラムの内容と日程、参加する高校生への対応、連絡の取り方、アンケート

の実施、それにレポート作成の事後指導のあり方と評価の方法について説明し、実施についての具

体的問題について打合せた。

サマ－ .スクール第 1日は、 10時から開校式とオリエンテーションを行い、産後に事前アンケー

トを実施した。 10時30分から各コースに分かれ、 16時まで各コースのスクールが実施された。第 2

日、第 3日とも同じ時間帯でスク…ノレが実施されたが、スクール終了後に中間アンケートが実施さ

れ、その後、各コースで終了式が開催され、修了証書が手渡された。終了後に、高校生は去りがた

く、指導した大学院生や仲間と記念写真を撮る姿、話をする姿が印象的であった。

参加した高校生には、レポートが諜せられていて、そのレポ…ト作成の支譲を指導役の大学院生

が行った。 8月末までに、レポートと事後アンケートが高校生から郵送されてきた。レポートの評

価は担当した大学院生によって行われ、本論文に報告されている。

3.サマー＠スクールを実施する意味

志の高い優れた資質をもっ学生が本大学の教育内容に興味をもち、自分の適性に合わせて進路決
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し、 おける学びと おける学びと
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ログラムと ることである。これまで

とっ
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そ
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ことになるのか、どのよう

されているわけではない。

と

サマ
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されるように、

した
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するものとの簡のミスマッチを回避するためには、大学制から

対する早期のイメ…ジ形成が必要である。

2＇こは、

入試センタ

さと援れた資質を判断する

と教科の試験であるいわゆる揺別試験の地、

および3年次からの編入学試験を実施し、教育学部で求められる護れた資質をもっ学生を選抜しよ

うとしてきた。志の高さと護れた資質をどのように判断するのか。まずは、本教育学においてどの

ような志と資質を学生に求めるのかということが明確にされる必要がある。その資賓と

の使命と直接に関連してくるし、教育フ。ログラムのあり方とも関訴してくるO 各大学が法人化を直

前iこして、中期目標を作成しているO その過程で、各大学は、国擦社会や地域における大学の再在

し、大学援をそれぞれに再構築しつつあるO 九州大学「21世紀プログラムJの

AO選抜は、学生像として、ド問題発見とその解明を目指す自主性、 ＠文系理系にこだわら

広く学びたいという学問的関心、＠学問を積極的に学びたいという意欲や能力、＠政治や社会、

史や文化、自然に対する一定以上の教養、＠語学力を身につけようとする意欲」（武谷， 2001, p. 

16）を挙げているO 学生後を明確にした例である。本学部でも、求める学生の資質の質について

の問い醸しが始まりつつある。これまでに、本研究科＠学部は、外部評錨、学生による授業評館、

高度専門職業人養成コースの修了者へのアンケート謂査等により、その資質を明らかにする資料を

してきた。サマー＠スクールの実施過程は、どのような資質が必要で、あるかを発掘する場で

ある。

第 3に、選抜方法の開発に伴う実施体制の問題である。選抜方法は、選抜のテストを単に受ける

というものではなく、「受験によって新しい体験をえられるJ（武谷， 2001, p.17）ような配麗（入

学後の学修過程と学生の達成評価を模した選抜方法）がなされているO 高大の学びの接続という観

点からも重要な配慮であるO 夏休み終了直前に高校生から返却されたレポートの評錨は、大学の授

したコースの提供がどのように受講生に影響を与えるかという評価はもちろん、コースの内
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とその組織およ る資料となっている。第 1コース 日

との出会いやフィールドワーク している

の文化や人々

サマー＠スク－

2 

ている

なさ

2001, p.17）。インドネシアから

ーコ

とインターネット

(2001）「九州大学 r21世紀プログラムjのAO

No.24.2001年12丹。
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くことによって、

なったと述べている。

る。

ある。九州大学の AO入

わたって小論文の作成がなされ

いてj

2コースのよう

るO

フォーラムj




